
◆
日
本
は
武
器
輸
入
大
国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国

際
平
和
研
究
所
が
３
月
11
日
に
世
界
の
武

器
取
引
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
は
２
０
１
９

年
か
ら
23
年
の
５
年
間
で
中
国
や
北
朝
鮮

の
奥
深
く
に
あ
る
目
標
を
攻
撃
で
き
る
長

射
程
対
地
攻
撃
ミ
サ
イ
ル
４
０
０
発
を
取

得
す
る
な
ど
世
界
第
６
位
の
武
器
輸
入
国

に
な
り
ま
す
。
輸
入
元
は
97
％
が
米
国
で

す
。

◆
日
本
が
武
器
輸
出
国
に
も
な
る

日
本
は
１
９
７
０
年
代
に
武
器
を
原
則

禁
輸
と
す
る
ル
ー
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。

特
に
典
型
的
な
殺
傷
兵
器
で
あ
る
戦
闘
機

の
輸
出
解
禁
は
憲
法
第
九
条
【
戦
争
放
棄
、

戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
】
の
理
念
に
基

づ
き
、
抑
制
的
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
15
日
に
自
民
・
公
明
両

党
は
次
期
戦
闘
機
の
輸
出
解
禁
で
合
意
。

こ
の
次
期
戦
闘
機

は
２
０
１
５
年
に

イ
エ
メ
ン
空
爆
に

使
わ
れ
一
般
市
民

に
多
数
の
犠
牲
を

も
た
ら
し
た
「
ユ
ー

ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
」

（
英
国
な
ど
が
共

同
開
発
し
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
に
輸
出
）

の
後
継
機
で
、
日
本
・
英
国
・
イ
タ
リ
ア

が
一
昨
年
12
月
に
共
同
開
発
に
合
意
し
た

新
た
な
戦
闘
機
で
す
。

典
型
的
な
殺
傷
兵
器
で
あ
る
戦
闘
機
の

輸
出
解
禁
は
安
全
保
障
政
策
の
大
転
換
で

す
。
次
期
戦
闘
機
が
輸
出
先
の
国
で
国
際

法
違
反
の
攻
撃
に
使
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
武
器
輸
出
を
し
な
い
と
し
た
１
９

８
１
年
の
衆
参
両
院
本
会
議
で
の
全
会
一

致
の
決
議
に
も
反
し
ま
す
。

◆
政
権
交
代
で
武
器
輸
出
を
止
め
よ
う
！

杉
原
浩
司
・
武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
に
よ
れ
ば
、
戦
闘
機
の
輸
出
が
解

禁
さ
れ
た
と
し
て
も
、
完
成
ま
で
に
は
ま

だ
10
年
あ
り
、
そ
の
間
に
市
民
と
立
憲
野

党
で
政
権
交
代
す
れ
ば
武
器
輸
出
を
阻
止

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。（

小
池
康
夫
）

◆
ル
ー
ル
/
憲
法
第
九
条

信
号
が
「
赤
で
も
進
め
る
」
と
、
勝
手

に
ル
ー
ル
の
解
釈
変
更
を
許
せ
ば
、

双
方
が
「
赤
」
で
交
差
点
に
突
っ

込
み
衝
突
し
ま
す
。

九
条
の
解
釈
変
更
を
繰
り
返
し

て
き
た
結
果
が
、
人
を
殺
す
武
器

「
戦
闘
機
」
の
輸
出
解
禁
で
す
。

一
度
し
ば
り
が
緩
む
と
、
権
力
は

暴
走
し
、
戦
争
へ
進
み
ま
す
。
犠

牲
者
が
出
て
も
、
こ
れ
を
決
め
た

当
事
者
の
実
名
も
出
ず
、
誰
も
責

任
を
取
り
ま
せ
ん
。
儲
け
る
の
は
、
税
金

を
使
っ
て
戦
闘
機
を
開
発
・
製
造
す
る
企

業
と
そ
れ
に
癒
着
す
る
政
・
官
で
す
。

憲
法
第
九
条
二
項
に
、
「
・
・
・
、
陸

海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持

し
な
い
。
・
・
・
」
と
あ
り
ま
す
。

九
条
は
全
て
の
戦
力
（
戦
闘
機
も
）
の

製
造
、
保
持
、
輸
出
な
ど
、
明
確
に
こ
れ

を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

◆
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
と
誓
っ
た

78
年
前
の
太
平
洋
戦
争
で
、
４
人
に
1

人
も
の
県
民
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
た
沖
縄

地
上
戦
、
国
内
外
に
多
く
の
犠
牲
を
出
し

た
こ
と
へ
の
深
い
反
省
か
ら
制
定
さ
れ
た

の
が
日
本
国
憲
法
で
す
。
人
が
人
を
殺
し
、

破
壊
し
尽
く
す
戦
争
。
絶
対
に
も
う
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
と
、
国
際
社
会
に
向
か
っ

て
誓
い
、
憲
法
第
九
条
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

誰
が
ど
ん
な
理
由
を
付
け
て
も
、
憲
法
第

九
条
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
限
り
、
武

器
の
開
発
・
製
造
は
当
然
の
こ
と
、
海
外

へ
の
輸
出
は
憲
法
違
反
で
、
絶
対
に
NO
!

で
す
。

◆
勝
手
に
決
め
る
な
！
武
器
輸
出

自
ら
の
裏
金
問
題
で
す
ら
解
決
で
き
ず
、

責
任
も
取
ら
ず
、
自
浄
能
力
欠
如
の
自

公
政
権
に
は

憲
法
第
99
条
の
「
・
・
・

国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
・
・
・
は
、

こ
の
憲
法
を
尊
重
し
、
擁
護
す
る
義
務

を
負
ふ
」
を
以
て

九
条
違
反
の
武
器

輸
出
を
勝
手
に
決
め
る
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

武
器
輸
出
解
禁
の
決
定
に
対
し
、
私

た
ち
は
固
い
意
思
を
も
っ
て
反
対
し
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
も
市
民
と
護
憲
野

党
の
共
同
で
九
条
改
憲
を
阻
止
し
て
き

ま
し
た
。
武
器
輸
出
解
禁
も
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
北
川
和
麿
）
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３
月
24
日
に
海
老
名
市
文
化
会

館
会
議
室
に
て
、
「
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
実
行
委
員
会
共

同
代
表
」
の
菱
山
南
帆

子
さ
ん
の
講
演
を
聞
く

機
会
を
得
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
世
代
を
超
え

て
市
民
運
動
で
繋
が
り
、
新

た
な
戦
前
を
止
め
よ
う
！
」
。

「
情
勢
と
政
治
の
現
状
・
若

者
に
共
感
を
得
る
た
め
に
理

解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
・
自
公
政
権
、
維
新
と
対
決
し
て

い
く
た
め
に
私
達
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ

い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
現
政
権
で
は
実
現
が
難

し
い
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
命

と
暮
ら
し

が
守
ら
れ

る
社
会
」

を
創
っ
て
い
く
た
め
に
実
践
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
例
を
上
げ
て
分
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
戦
前
は
、
安
保
３
文
書
で
の
軍

事
費
の
急
増
、
殺
傷
武
器
輸
出
が
解
禁
さ

れ
、
そ
し
て
、
憲
法
改
正
へ
と
向
か
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
今
、
女
性
が
声
を
あ
げ
、

「
マ
ッ
チ
ョ
政
治
（
権
威
に
縛
ら
れ
る
）
、

男
性
中
心
政
治
を
終

わ
ら
せ
る
」
運
動
が

で
き
て
い
ま
す
。
政

治
は
変
え
ら
れ
る
事
を
若
い
方
に
も
伝
え

て
行
く
事
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

主
催
は
新
た
に
発
足
し
た
「
か
な
が
わ

16
区
市
民
の
会
」
。

（
大
友
三
昭
）
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名
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文
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会

館
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て
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「
戦
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さ
せ
な

い
・
９
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す
な
！
総

が
か
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実
行
委
員
会
共

同
代
表
」
の
菱
山
南
帆

子
さ
ん
の
講
演
を
聞
く

機
会
を
得
ま
し
た
。
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ー
マ
は
「
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代
を
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え

て
市
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運
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が
り
、
新

た
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め
よ
う
！
」
。

「
情
勢
と
政
治
の
現
状
・
若
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理
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ら
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政
権
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対
決
し
て

い
く
た
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に
私
達
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ

い
て
熱
く
語
ら
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ま
し
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。
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に
現
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で
は
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し
い
「
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が
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る
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に
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て
、
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上
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や
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新
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前
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、
安
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文
書
で
の
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の
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増
、
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輸
出
が
解
禁
さ

れ
、
そ
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て
、
憲
法
改
正
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と
向
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て
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る
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し
か
し
、
今
、
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が
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を
あ
げ
、
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チ
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政
治
（
権
威
に
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ら
れ
る
）
、

男
性
中
心
政
治
を
終

わ
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せ
る
」
運
動
が

で
き
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ま
す
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は
変
え
ら
れ
る
事
を
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に
も
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え
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行
く
事
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催
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新
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16
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菱
山
南
帆
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さ
ん

熱
い
ト
ー
ク
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訴
え

菱
山
南
帆
子
さ
ん

熱
い
ト
ー
ク
で
訴
え

武
器
輸
出
解
禁
を

阻
止
し
よ
う
！
（
２
）

～
自
公
に
よ
る
死
の
商
人
へ
の
道
～

武
器
輸
出
解
禁
を

阻
止
し
よ
う
！
（
２
）

～
自
公
に
よ
る
死
の
商
人
へ
の
道
～

武
器
輸
出
解
禁
を
阻
止
し
よ
う
！

（
１
）

～

殺
傷
兵
器
の
輸
出
拡
大
を
阻
止
し
よ
う
！

～

武
器
輸
出
解
禁
を
阻
止
し
よ
う
！

（
１
）

～

殺
傷
兵
器
の
輸
出
拡
大
を
阻
止
し
よ
う
！

～

３月11日に行われた「さよなら

原発」本厚木駅北口集会

３月11日に行われた「さよなら

原発」本厚木駅北口集会



「
教
育
子
育
て
九
条
の
会
」
が
発
行
し

て
い
る
小
冊
子
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

等
に
不
安
を
感
じ
た
高
校
生
た
ち
が
憲
法

や
平
和
に
つ
い
て
学
び
、
署
名
や
緊
急
平

和
行
動
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
若
い
方
々
の

瑞
々
し
い
感
覚
と
行
動
力
に
希
望
を
持
ち

ま
す
。

私
た
ち
九
条
の
会
は
、
高
齢
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
子
育
て
世
代

や
高
校
生
、
二
十
代
三
十
代
の
方
に
、
将

来
の
自
分
た
ち
の
夢
の
実
現
と
共
に
、
ど

ん
な
日
本
や
世
界
で
暮
ら
し
た
い
か
と
い

う
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
歴
史
を
学
び
直
す
学
習
会
に
参

加
し
た
際
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

戦
争
を
防
げ
る
か
、
戦
闘
機
の
輸
出
を
国

益
と
ま
で
言
う
憲
法
な
い
が
し
ろ
の
現
政

権
。
私
た
ち
市
民
が
「
戦
争
NO
！
」
の
声

を
届
け
る
こ
と
が
大
切
・
・
・
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
下
記
①
～
⑥
の

内
容
が
、
分
か
り
易
い
言
葉
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。

①
世
界
に
ひ
ろ
が
る
ガ
ザ
即
時
停
戦
・
無

差
別
虐
殺
許
す
な
の
声

②
国
際
法
を
生
か
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
世

界
の
平
和
を
立
て
直
す

③
日
本
で
は
「
台
湾
有
事
」
と
い
わ
れ
軍

備
大
拡
張
が
進
む

④
中
国
と
日
米
は
本
当
に
戦
争
す
る
の
か
？

⑤
日
本
・
中
国
・
台
湾
の
平
和
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
る
の
？

⑥
他
国
を
攻
撃
で
き
る
軍
備
を
持
て
ば
日

本
の
平

和
は
守

れ
る
の
？

是
非

お
子
様
、

お
孫
様
、

ご
近
所
の
若
い
世
代
に
も
宣
伝
・
配
付
し

て
い
た
だ
き
、
「
戦
争
で
は
な
く
平
和
の

準
備
を
」
と
い
う
世
論
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
1
、
2
に

つ
い
て
追
加
ご
所
望

の
方
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
記
載
の
「
教
育
子

育
て
九
条
の
会
」
あ

る
い
は
「
あ
つ
ぎ
・

九
条
の
会
」
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）

◆
愛
知
よ
り
愛
を
込
め
て

一
昨
年
、
愛
知
県
に
転
居
す
る
こ
と
に

な
り
、
一
年
間
は
、
「
あ
つ
ぎ
・
九
条
の

会
」
の
会
報
も
転
送
さ
れ
て
き
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
頃
、

隣
町
の
平
和
集
会
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

小
牧
基
地
が
あ
る
街
で
、
「
こ
こ
を
戦
争

拠
点
に
す
る
な
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
旗

が
上
が
り
、
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、

チ
ラ
シ
や
月
報
を
配
っ
て
お
り
ま
し
た
。

全
て
の
月
報
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
Ｂ
4
表
裏
の
一
枚
の

「
あ
つ
ぎ
・
九

条
の
会
」
の
月

報
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

改
め
て
愛
知

か
ら
郵
送
会
員

の
申
し
込
み
を

さ
せ
て
下
さ
い
。
愛
を
込
め
て
、
手
持
ち

の
切
手
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

（
小
坂
裕
子
）

◆
「
美
し
い
国
」
日
本

戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が
大
人
に
な

り
、
裏
金
作
り
だ
け
知
っ
て
る
議
員
が
生

ま
れ
る
日
本
。
こ
れ
こ
そ
が
、
安
倍
晋
三

が
目
指
し
た
「
美
し
い
国

日
本
」
な
の

だ
！

（
上
野
）

◆
規
制
緩
和
の
弊
害

小
林
製
薬
の
紅
麹
を
配
合
し
た
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
服
用
し
た
と
思
わ
れ
る
人
が

腎
臓
病
を
発
症
し
、
死
亡
例
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
２
０
１
４
年
、
当
時
の
安

倍
政
権
が
規
制
緩
和
の
目
玉
と
し
て
「
国

の
審
査
が
無
く
て
も
メ
ー
カ
ー
が
機
能
性

表
示
を
し
、
消
費
者
庁
に
届
け
れ
ば
販
売

可
能
と
す
る
」
閣
議
決
定
を
し
た
。
当
時

の
国
会
で
も
安
全
性
や
被
害
発
生
の
可
能

性
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

企
業
は
利
益
を
出
す
の
が
目
標
。
そ
の

為
に
は
献
金
も
す
る
。
規
制
が
無
け
れ
ば

で
き
る
限
り
省
力
化
す
る
。
昨
今
、
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
も
問
題
が
発
生
し
た
。

製
薬
会
社
と
て
利
潤
追
求
は
同
じ
。
審
議

を
尽
く
さ
な
い
閣
議
決
定
や
企
業
献
金
の

問
題
が
根
底
に
あ
る
。

（
三
昭
）

◆
非
武
装
の
根
拠
と
は

「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信

義
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頼
し
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わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を

保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
日
本
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攻
め

る
国
は
無
い
か
ら
軍
隊
を
持
た
な
い
。

（
康
雄
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熨
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憶
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問
題
が
発
生
し
た
。

製
薬
会
社
と
て
利
潤
追
求
は
同
じ
。
審
議

を
尽
く
さ
な
い
閣
議
決
定
や
企
業
献
金
の

問
題
が
根
底
に
あ
る
。

（
三
昭
）

◆
非
武
装
の
根
拠
と
は

「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信

義
に
信
頼
し
て
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を

保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
日
本
を
攻
め

る
国
は
無
い
か
ら
軍
隊
を
持
た
な
い
。

（
康
雄
）

誰
も
彼
も
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
政
倫
審

か

熨
斗
つ
け
て
そ
の
ま
ま
か
え
す
ば
か
や
ろ
う

の

し

旭
町
（
紀
）

記
憶
な
い
そ
ん
な
ら
議
員
辞
め
な
は
れ

武
器
輸
出
死
の
商
人
が
闊
歩
す
る

か

っ

ぽ

）

満
額
を
回
答
さ
れ
て
不
満
顔

輸
出
な
ら
平
和
憲
法
あ
る
だ
ろ
う

少
子
税
年
額
隠
し
姑
息
だ
よ

紅
麹
安
倍
の
欺
瞞
が
毒
に
出
た

赤
信
号
み
ん
な
で
渡
り
裏
金
に

茶
番
だ
ね
裏
金
同
士
で
す
る
処
分
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社会をつなぐ』という憲法の教科書。

憲法問題について関心のある一般市

民が、あらためて憲法を学ぶことので

きる教科書として使えることを目指し

ています。

憲法の教科書としては珍しいと思い

ますが、かなり自身の経験や主観的な

視点を盛り込む一方、ほとんどの章で

自民党改憲案を具体的に批判するなど、

現実問題をかなり取り上げ、政治的な

内容も盛り込まれています。(大月書店)

・大友へ連絡いただければまとめて取

り寄せいたします。
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TEL 090－3912－6797
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２
０
０
４
年
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
た
ち

発
起
人
９
名
が
「
九
条
の
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ピ
ー
ル
に
呼
応
し
て
、

２
０
０
６
年
に
「
あ
つ
ぎ
・
九
条
の
会
」

が
で
き
ま
し
た
。
当
会
は
賛
同
会
員
さ
ん

か
ら
の
切
手
や
寄
付
金
な
ど
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
17
年
間
毎
月
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
厚
木

市
文
化
会
館
の
改
修
で
、
映
画
会
・
講
演

会
が
開
催
で
き
ず
、
ニ
ュ
ー
ス
発
行
の
紙
・

印
刷
・
郵
送
に
必
要
な
資
金
が
底
を
突
い

て
き
ま
し
た
。
活
動
継
続
の
た
め
、
お
手

元
の
切
手
や
寄
付
金
等
に
よ
る
ご
支
援
を

ぜ
ひ
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
郵
便
局
か
ら
郵
便
通
帳
で
の
送
金

（
通
帳
を
お
持
ち
で
無
い
方
は
窓
口
へ
）

記
号

１
０
２
６
０

番
号

６
３
４
２
８
３
５
１

ア
ツ
ギ
キ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
ノ
カ
イ

◆
現
金
や
切
手
の
場
合
は

連
絡
先
・
一
面
下
の
連
絡
先
ま
た
は
ニ
ュ
ー

ス
配
達
員
へ
お
願
い
し
ま
す
。

訂
正
（
３
月
号
の
振
込
先
は
九
条
の
会

事
務
局
へ
の
寄
付
の
振
り
込
み
番
号
で

し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。
）
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「井上ひさしさん」のことばより
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